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我
々
は
体
調
が
悪
く
な
る
と
臨
床
医
の
診
断
を
受
け
る
。

医
者
は
患
者
を
診
察
し
て
体
調
悪
化
の
原
因
を
見
極
め
、

処
方
箋
を
書
く
な
ど
、
健
康
を
回
復
す
る
た
め
の
処
置
を

指
示
し
、
必
要
な
場
合
は
入
院
を
勧
め
る
。
臨
床
医
の
診

断
は
、
基
礎
医
学
研
究
の
成
果
や
、
多
く
の
臨
床
デ
ー
タ

を
基
に
な
さ
れ
る
。
経
済
学
は
医
療
と
似
て
お
り
、
経
済

問
題
に
つ
い
て
経
済
の
専
門
家
が
、
基
礎
医
学
に
相
当
す

る
経
済
学
の
理
論
や
、
臨
床
事
例
に
あ
た
る
実
証
研
究
に

基
づ
き
分
析
し
、
解
決
策
を
提
示
す
る
。
し
か
し
ど
の
よ

う
な
経
済
理
論
や
実
証
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
議
論
し
て
い

る
の
か
、
明
確
で
な
い
論
説
を
み
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
中
で
本
書
の
著
者
は
、
規
制
改
革
や
労
働
問
題
な
ど
、

日
本
が
直
面
す
る
経
済
問
題
に
つ
い
て
、
経
済
理
論
の
正

し
い
応
用
と
、
豊
富
な
実
証
デ
ー
タ
の
検
証
を
基
に
、
積

極
的
に
解
決
策
を
提
言
し
て
い
る
、
応
用
経
済
学
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
。
本
書
は
、
正
規
と
非
正
規
の
間
の
雇

用
格
差
、
長
時
間
労
働
な
ど
、
わ
が
国
に
強
く
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
著
者
の
率
直
か

つ
説
得
的
な
診
断
と
処
方
箋
の
書
で
あ
る
。

　
第
1
章
「
日
本
の
労
働
市
場
の
構
造
変
化
」
は
、
日
本

の
労
働
市
場
の
問
題
点
を
総
括
す
る
。
著
者
は
国
民
が
求

め
る
生
活
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
持
続
的
な
所
得

水
準
の
成
長
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
る
。
あ
る
べ
き
所

得
分
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、「
成
長
よ
り
分
配
」
を
重

視
す
る
近
年
の
考
え
方
は
、
社
会
的
反
発
を
受
け
る
と
警

告
す
る
。
最
貧
困
層
の
所
得
水
準
を
向
上
さ
せ
る
、
ジ
ョ

ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
の
考
え
方
が
、
説
得
的

で
あ
る
と
い
う
意
見
は
首
肯
で
き
る
。
近
年
の
経
済
成
長

の
制
約
は
労
働
力
の
供
給
面
に
あ
り
、
高
度
成
長
期
に
機

能
し
た
正
社
員
に
対
す
る
長
期
雇
用
保
障
と
年
功
賃
金
と

い
う
、
日
本
独
特
の
雇
用
慣
行
が
、
今
日
で
は
労
働
力
配

分
の
効
率
化
を
妨
げ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
結
果
顕

著
に
現
れ
て
い
る
現
象
が
、
雇
用
期
間
と
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
る
非
正
社
員
比
率
の
傾
向
的
上
昇
で
あ
る
。
経
済

成
長
の
大
幅
減
速
の
下
で
、
正
社
員
の
新
規
雇
用
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
景
気
変
動
に
対
す
る
対
応
を
、
非
正
社
員

の
雇
用
調
整
で
対
処
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
人
手
不
足

が
叫
ば
れ
な
が
ら
賃
金
上
昇
に
結
び
つ
か
な
い
理
由
も
、

賃
金
の
低
い
非
正
社
員
比
率
の
上
昇
と
、
賃
金
水
準
が
高

い
中
高
年
齢
層
に
対
す
る
年
功
賃
金
カ
ー
ブ
の
是
正
に
あ

る
と
い
う
。
正
社
員
の
雇
用
を
守
る
た
め
に
、
労
働
力
の

最
適
配
分
が
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、
経
済
成
長
の
促
進
の
た

め
に
、
労
働
市
場
改
革
を
通
じ
て
生
産
性
向
上
を
図
る
こ

と
の
必
要
性
が
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
以
降
は
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
各
論
で
あ
る
。

第
2
章
「
解
雇
の
金
銭
解
決
ル
ー
ル
は
な
ぜ
必
要
か
」
で

は
、
日
本
の
解
雇
規
制
が
厳
し
す
ぎ
る
と
い
う
経
営
者
の

見
方
は
妥
当
で
な
い
と
い
う
。
む
し
ろ
解
雇
に
関
し
て
は

労
働
法
に
明
確
な
規
制
を
欠
い
て
お
り
、
個
別
労
働
紛
争

処
理
は
裁
判
に
訴
え
ざ
る
を
得
ず
、
裁
判
に
訴
え
る
こ
と

が
で
き
る
労
働
者
と
、
そ
れ
以
外
の
労
働
者
の
間
に
解
雇

保
障
金
額
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

裁
判
に
よ
る
労
働
紛
争
を
忌
避
す
る
企
業
が
、
正
社
員
採

用
を
抑
制
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
欧
州
の
主
要
国

で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
解
雇
の
金
銭
ル
ー
ル
を
明

確
に
制
定
す
る
方
が
、
労
働
者
の
た
め
に
は
る
か
に
公
平

で
あ
り
、
雇
用
の
効
率
化
に
結
び
つ
く
と
い
う
。

　
第
3
章
「
竜
頭
蛇
尾
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
改
革
」
で

は
、
著
者
は
ま
ず
労
働
市
場
が
効
率
的
に
機
能
し
て
い
れ

ば
、
裁
定
取
引
を
通
じ
て
「
一
物
一
価
の
法
則
」
と
い
う

経
済
原
則
に
基
づ
き
、
正
社
員
と
非
正
社
員
の
賃
金
格
差

は
自
然
に
消
滅
す
る
筈
で
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
二
〇
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一
七
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」
で
示
さ
れ
た
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
非
正
規

雇
用
の
処
遇
改
善
」
は
、
経
済
原
則
に
準
じ
た
非
正
社
員

の
雇
用
形
態
に
対
し
、
長
期
雇
用
の
年
功
賃
金
か
ら
な
る

正
社
員
の
雇
用
形
態
に
手
を
付
け
な
い
小
手
先
の
改
革
に

と
ど
ま
る
た
め
、
同
一
労
働
に
従
事
す
る
正
社
員
と
非
正

社
員
の
賃
金
格
差
は
解
消
し
な
い
。
非
正
社
員
問
題
は
実

は
正
社
員
問
題
で
あ
る
と
警
鐘
す
る
。

　
第
4
章
「
残
業
依
存
の
働
き
方
の
改
革
」
で
は
、
政
府

が
進
め
た
「
働
き
方
改
革
」
の
内
で
、
最
も
明
確
な
成
果

が
得
ら
れ
た
の
が
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制
と
、
労
働
時

間
で
は
な
く
成
果
に
も
と
づ
く
、
専
門
職
の
働
き
方
を
定

め
た
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
導
入
で
あ

る
と
著
者
は
評
価
す
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
で
「
無
理

さ
せ
て
無
理
を
す
る
な
と
無
理
を
言
う
」
と
う
た
わ
れ
た

よ
う
に
、
多
く
の
組
織
で
見
ら
れ
る
若
年
社
員
等
に
対
す

る
慢
性
的
な
長
時
間
労
働
の
強
制
は
、
近
年
の
過
労
死
の

発
生
に
よ
り
よ
う
や
く
深
刻
な
労
働
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
、
是
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
5
章
「
年
齢
差
別
と
し
て
の
定
年
退
職
制
度
」
で
は
、

多
く
の
先
進
国
で
定
年
退
職
制
度
は
、「
年
齢
に
よ
る
差

別
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
公
平
な
制

度
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
本
的
矛
盾
が
あ
り
、
エ

イ
ジ
・
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
が
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
経
済
が
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
て
い
る
時

代
に
機
能
し
た
、
正
社
員
の
新
卒
一
括
採
用
、
長
期
雇
用

保
障
、
年
功
賃
金
と
い
う
雇
用
慣
行
の
下
で
は
、
若
年
層

に
雇
用
機
会
を
与
え
組
織
を
活
性
化
す
る
た
め
に
定
年
制

は
必
要
で
あ
っ
た
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
社
会
で
は
、
働
く
意
思
と
能
力
が
あ
る
高
齢
者
ま
で

定
年
制
で
一
括
解
雇
せ
ず
、
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
基
本

的
対
策
で
あ
る
。
日
本
の
高
齢
者
の
就
業
意
欲
は
高
い
の

で
、
七
〇
歳
現
役
社
会
の
実
現
も
可
能
で
あ
り
、
年
金
の

財
政
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。

　
第
6
章
「
女
性
の
活
用
は
な
ぜ
進
ま
な
い
か
」
は
、
日

本
が
国
際
的
に
遅
れ
て
い
る
「
女
性
の
活
用
」
を
論
ず
る
。

女
性
就
業
の
Ｍ
字
型
パ
タ
ー
ン
が
急
速
に
薄
れ
て
い
る
の

は
、
就
業
率
の
高
い
未
婚
女
性
の
比
率
の
上
昇
と
い
う
構

成
変
化
に
よ
る
面
も
あ
る
。
女
性
の
活
用
が
進
め
ば
少
子

化
が
よ
り
進
展
す
る
と
い
う
、
両
者
の
間
の
基
本
的
な
矛

盾
は
い
ぜ
ん
と
し
て
健
在
で
あ
る
。
日
本
の
女
性
管
理
職

比
率
が
、
先
進
国
の
み
な
ら
ず
発
展
途
上
国
と
比
べ
て
も

極
端
に
低
い
の
は
、
現
行
の
男
性
世
帯
主
を
暗
黙
の
前
提

と
し
た
長
期
雇
用
保
障
、
年
功
賃
金
の
ま
ま
で
、
男
性
と

同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
女
性
を
育
て

る
と
い
う
発
想
法
に
あ
り
、
実
は
「
女
性
問
題
」
で
は
な

く
「
男
性
問
題
」
の
反
映
と
厳
し
く
論
ず
る
。

　
第
7
章
「
人
事
制
度
改
革
の
方
向
」
は
、
長
期
雇
用
保

障
を
前
提
に
、
新
卒
採
用
か
ら
退
職
時
ま
で
人
事
部
に
よ

り
集
権
的
に
管
理
さ
れ
る
、
現
行
の
企
業
の
人
事
制
度
の

改
革
を
提
言
す
る
。
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の

も
と
で
は
、
労
働
時
間
の
長
さ
で
は
な
く
、
仕
事
の
成
果

を
軸
に
、
直
属
の
上
司
だ
け
で
な
く
多
段
階
の
管
理
者
に

よ
る
、
透
明
で
納
得
性
の
高
い
人
事
評
価
が
求
め
ら
れ
、

管
理
職
の
責
任
は
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る
。
日
本
型
の
人

事
部
に
よ
る
集
権
的
な
人
事
管
理
方
式
か
ら
、
各
部
署
へ

の
権
限
移
譲
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
本
書
を
通
読
し
て
、
近
年
の
日
本
経
済
停
滞
の
主
た
る

原
因
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
、
労
働

市
場
改
革
の
遅
れ
に
あ
り
、
経
済
学
の
基
本
的
な
考
え
方

に
立
ち
戻
っ
て
改
革
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。
例
え
ば
人
手
不
足
な
の
に
賃
金
が
増
え
な
い
の
は
、

需
要
が
増
加
す
れ
ば
価
格
（
賃
金
）
が
あ
が
る
と
い
う
、

経
済
学
の
基
本
法
則
が
機
能
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

そ
の
解
決
は
賃
金
が
雇
用
の
需
給
を
反
映
す
る
よ
う
、
雇

用
の
流
動
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
き
る
。
著
者
が
提
示
す

る
改
革
は
、
既
存
制
度
を
大
胆
に
変
革
す
る
も
の
が
多
く
、

様
々
な
抵
抗
意
見
が
あ
ろ
う
。
外
国
企
業
の
日
本
進
出
も

あ
り
、
日
本
独
特
の
労
働
慣
行
は
崩
れ
て
き
て
お
り
、
時

代
は
動
い
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
最
も
有
効
な

処
方
箋
は
、
人
的
資
源
の
効
率
的
か
つ
弾
力
的
な
活
用
で

あ
り
、
本
書
の
公
刊
を
機
に
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
建

設
的
な
論
議
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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